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背景

• 子ども連れで外出しやすい環境整備は徐
々に進展

• ﾍﾞﾋﾞｰｶｰでの公共交通利用時のﾄﾗﾌﾞﾙや
子ども乗せ自転車利用時の事故の発生

• 子ども連れ移動者に対する人々の理解向
上が必要
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https://dual.nikkei.co.jp/atcl/colum
n/17/120400144/120400001/
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子育てにやさしい移動に
関する協議会（R1.11.28）

公共交通機関等におけるベビーカー
利用に関する協議会（H26.3.26）
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子ども乗せ自転車の事故

https://toyokeizai.net/articles/-/587998
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ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用時の事故

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20231110/k1001425358100
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11
子ども乗せ自転車安
全教室（H28.12.04） 参考：大森ら（2018）
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子ども連れ外出教室
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（H26.3.16）



研究の目的

• 将来子育てをする可能性のある若者に対
して、子ども連れ外出に対する理解と配慮
意識向上のための教育効果を検証する

– 子ども乗せ自転車およびﾍﾞﾋﾞｰｶｰに関する知
識向上

– 現在の子ども連れ外出者に対する理解と配慮
意識の向上

– 将来の子育てに対する意欲向上
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既往研究レビュー

• 子ども乗せ自転車利用者のﾙｰﾙ遵守意識の欠如
（上田・別府, 2015）

• 対象者特性に応じた効果的な自転車安全利用教
育啓発の重要性（古倉ら, 2017）

• 子ども連れ外出教育による子ども連れ当事者お
よび周囲の人々の意識向上（大森ら, 2018、西本
ら, 2011）

• 海外の子ども乗せ自転車利用の特性（Raftery et 
al., 2016、Hatfield et al., 2019）

• 若者の少子化社会に対する意識（日本財団調査）
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方法

• 対象：（将来子育てをする可能性のある）大学生

• 実施内容：子ども乗せ自転車およびﾍﾞﾋﾞｰｶｰでの
子ども連れ外出に関わる課題や安全な利用方
法を解説し、実際の利用体験も取り入れた教室
を実施

• 分析：教育効果を検証すべく、外出教室前後でｱ
ﾝｹｰﾄ調査を実施し、教室の効果について、特に
子ども乗せ自転車とﾍﾞﾋﾞｰｶｰの違い、男女差に
着目して分析を行う
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大学生に対する子ども連れ外出
教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの試行

• 目的

– 大学生のﾍﾞﾋﾞｰｶｰ/子ども乗せ自転車に関する

知識、将来の子育てに対する意欲、現在の子ど
も連れ外出者に対する理解の向上効果を検証

• 対象学生

– 12/6(水)宇都宮短期大学1年生30人
– 12/14(木)宇都宮大学2年生35人
– 12/20(水)福井大学2年生54人
– 12/25(月)宇都宮大学1年生7人 16



子ども連れ外出教室の内容

• 事前ｱﾝｹｰﾄ調査：10分
• 教室で資料説明：20分

– 我が国の少子高齢化の現状

– 子ども連れ外出にまつわる課題

– 子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰの利用方法

• 子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰの利用体験40分
• 事後ｱﾝｹｰﾄ調査：10分
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教室実施前後でのｱﾝｹｰﾄ質問項目

• 事前ｱﾝｹｰﾄ調査：
– 学年、性別、通学交通手段、自転車利用頻度、ﾍﾞﾋﾞ
ｰｶｰ/子ども乗せ自転車利用経験

– 子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰおよび子育てに対する
意識・行動

– 子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰに関する知識（ｸｲｽﾞ）

• 事後ｱﾝｹｰﾄ調査：
– 子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰおよび子育てに対する
意識・行動

– 子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰに関する知識（ｸｲｽﾞ）
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ｱﾝｹｰﾄ調査画面
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講義資料の一部



21

子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ安全利用教室の様子
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子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ安全利用教室の様子
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質問項⽬
平均値 有意確率

男性（n=67） ⼥性（n=56） 男性
前・後

⼥性
前・後

事前
男・⼥

事後
男・⼥前 後 前 後

⼦ども
乗せ

⾃転⾞

⼦ども乗せ⾃転⾞を運転するのが⼤変か 5.85 5.10 6.11 6.13 *** ***
配慮することは良いことか（態度） 5.85 6.42 6.04 6.48 *** **
配慮することは難しいことか（知覚⾏動
制御） 2.70 2.61 2.52 2.93 *

配慮すべきか（命令的規範） 5.57 6.13 5.82 6.52 *** *** *
配慮しようと思うか（⾏動意図） 5.85 6.37 6.02 6.52 *** ***

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰに⼦どもを乗せて外出すること
は⼤変か 5.13 5.30 5.75 5.98 ** **

配慮することは良いことか（態度） 5.72 6.27 6.27 6.52 *** * **
配慮することは難しいことか（知覚⾏動
制御） 3.04 2.60 2.73 2.95 *

配慮すべきか（命令的規範） 5.84 6.12 6.18 6.45 * ** *
配慮しようと思うか（⾏動意図） 5.90 6.24 6.27 6.59 ** ** * *

⼦育てに
対する

興味・関⼼

⼦育てに対する興味・関⼼があるか 4.51 5.13 5.30 5.52 *** ***
将来⼦育てをしたいか 4.97 5.31 5.18 5.18 **
将来⼦ども乗せ⾃転⾞を利⽤したいか 3.43 4.34 3.32 4.21 *** ***

将来ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを利⽤したいか 5.70 5.76 6.09 6.23 * **

子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰに関する配慮意識、
子育てに対する興味・関心の変化

*** : p<0.01, ** : p<0.05, * : p<0.1
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質問項⽬

割合 有意確率
教室前

配慮⾏動
教室後

⾏動意図 教室前
男・⼥

教室後
男・⼥男性 ⼥性 男性 ⼥性

⼦ども
乗せ

⾃転⾞

道を譲る 69% 73% 94% 89% 
駐輪場で困っていたら声をかける 4% 7% 61% 71% 
特に配慮しない 30% 21% 0% 4% 

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ

道を譲る 70% 71% 85% 80% 
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに乗る順番を譲る 30% 64% 70% 82% ***
ﾊﾞｽや電⾞での乗降を⼿伝う 3% 20% 45% 64% *** **
ﾊﾞｽや電⾞に乗降する順番を譲る 18% 39% 45% 71% *** ***
ﾊﾞｽや電⾞で席を譲る 33% 41% 58% 73% *
ﾊﾞｽや電⾞で⼦どもが泣いてし
まっても温かく⾒守る 52% 68% 61% 77% * *

特に配慮しない 6% 2% 0% 0% ―

子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰに対する配慮の内容別の
教室前の行動と教室後の行動意図

*** : p<0.01, ** : p<0.05, * : p<0.1
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問題 事前 事後 有意
確率

⼦どもを乗せるとき，⼦どもに「ﾍﾙﾒｯﾄ」を着⽤させ
れば「ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ」は必要ない． 88% 97% ***
⼦どもを2⼈乗せる場合，初めに「1⼈⽬を後ろ」，
次に「2⼈⽬を前」に乗せる． 80% 94% ***
電動ｱｼｽﾄ付き⼦ども乗せ⾃転⾞に⼦どもを2⼈乗せ
ると「総重量が100Kg」を超す場合もある． 68% 89% ***
⼦ども乗せ⾃転⾞は⼀般の⾃転⾞と違い「原則歩
道」を⾛⾏する． 46% 82% ***
⼦ども乗せ⾃転⾞で「押し歩き」は「⾛⾏時よりも
楽」に操作することができる． 87% 93%

ｽﾀﾝﾄﾞのﾛｯｸをかければ「⼦どもを乗せたまま⾃転⾞
から離れても」転倒の危険性はない． 92% 98% **

*** : p<0.01, ** : p<0.05, * : p<0.1

子ども乗せ自転車に関するｸｲｽﾞの内容と正解率
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問題 事前 事後 有意
確率

左図は、ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利⽤者が安全に使⽤できる場所や
設備を表している「ﾍﾞﾋﾞｰｶｰﾏｰｸ」である． 94% 98%

右図は、⾼齢者や障害者，ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利⽤者が優先的
に使⽤できる「優先席・ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ」である． 96% 98%

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰに⼦どもを乗せて外出する際，「ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ」
は必要ない． 90% 99% ***
「ｴｽｶﾚｰﾀｰ」に乗る際，ﾍﾞﾋﾞｰｶｰに⼦どもを乗せたま
ま利⽤するのが望ましい． 69% 95% ***
⼦どもをﾍﾞﾋﾞｰｶｰに乗せたままﾊﾞｽに乗るときは，
「⾞内の固定ﾍﾞﾙﾄ」で進⾏⽅向後ろ向きに固定する． 85% 93% **
ﾊﾞｽの⾞内がどんなに混雑していても「ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを畳
まずに乗⾞」することができる． 73% 89% ***

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰに関するｸｲｽﾞの内容と正解率

*** : p<0.01, ** : p<0.05, * : p<0.1



その他自由意見など

• 子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰともに、想定よりも簡単だった

という回答と難しかったという回答が混在・・・個人間の認
識が異なる。

• 子ども乗せ自転車について、より長時間乗車、実際に子
どもを乗せ降ろす行程も体験、より重い重しを載せて乗
車、抱っこ紐も体験、妊婦体験の状態で乗車等の希望・・
・教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの改善

• 自転車のｽﾀﾝﾄﾞの外し方がわからない参加者が大多数、
自転車乗車の際に後部の子ども乗せｼｰﾄにぶつかりそう
な程に足を高く上げていた男性参加者・・・普段利用して
いる自転車との違い
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結論

• 子ども乗せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に関する知識、子ども乗
せ自転車/ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用者に対する理解と具体的な配慮

行動の内容を伴う配慮意識、将来子ども乗せ自転車を
利用したいという意識が、男女ともに向上した。

• 教室前のﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用者に対する配慮行動および意識
は女子学生の方が男子学生よりも有意に高く、子育てに
対する興味・関心は男子学生のみ有意に向上し、教室後
に女子学生と同じ程度まで向上した。

• 大学生の多くは、子ども乗せ自転車やﾍﾞﾋﾞｰｶｰの利用経
験がないため、今回のような教室の実施が、子ども連れ
外出や子育てに対する「心のバリアフリー」を醸成し、子
ども連れ外出者も外出しやすい環境整備に貢献する。 29



今後の課題

• 知識や理解が不足している項目を重点的に教え
る教育プログラムへの改善

• 教室参加者の向上した意識の継続性を検証する
事後調査の実施

• 子ども乗せ自転車利用者が比較的多い大都市
で大学生を対象とした同様の教室の効果検証

• 孫育て予備軍の世代を対象とした孫連れ外出教
室の効果検証
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